
　

今
年
５
月
、
災
害
対
策
基
本
法
改
正

に
よ
り
、
避
難
勧
告
が
な
く
な
り
、『
避

難
指
示
』
に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
の
災
害
の
様
子
を
伝
え
る
報
道

等
で
、「
今
ま
で
は
こ
ん
な
事
な
か
っ

た
。」「
30
年
住
ん
で
い
る
け
ど
初
め
て

だ
。」
な
ど
と
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
も
そ
の
は
ず
で
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
最
大
浸
水
深
は
50
～
１
０
０
年
に

1
度
の
規
模
を
予
測
す
る
も
の
で
、
東

海
地
震
な
ど
は
１
０
０
～
１
５
０
年
周

期
で
あ
り
、
当
時
の
状
況
を
知
る
人
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
す
。

　

想
定
外
を
想
定
内
に
入
れ
、
避
難
指

示
を
待
た
ず
と
も
、
危
険
と
感
じ
た
ら

必
ず
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
自
分
が
助
か
っ
て
い
た
ら

家
族
を
、
家
族
が
無
事
な
ら
ご
近
所
を

助
け
る
。
そ
れ
が
自
助
・
共
助
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
各
地
で
の
災
害
も
自

分
事
と
捉
え
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

 

あ
な
た
は
、
台
風
や
大
雨
、
避
難

情
報
を
ど
こ
か
ら
入
手
し
ま
す
か
？

　

現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

か
ら
色
々
な
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
そ
の
情
報
は
確
か
な
も
の
で

す
か
？
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

「
防
災
情
報
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
町

内
の
防
災
情
報
や
避
難
情
報
な
ど
が
表

示
さ
れ
ま
す
。
災
害
発
生
前
の
情
報
か

ら
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
日
頃
の
備
え

ま
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

ま
た
河
川
の
水
位
や
雨
量
も
わ
か

り
ま
す
の
で
、
高
齢
者
な
ど
早
め
の
避

難
が
必
要
な
方
に
お
知
ら
せ
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

  

　

あ
な
た
が
避
難
す
る
こ
と
で
、
自
分

だ
け
で
は
な
く
大
切
な
人
の
命
も
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

あ
な
た
が
避
難
す
る
こ
と
を
諦
め
た

場
合
、
心
配
し
た
家
族
や
近
所
の
人
が

助
け
に
来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
周
り
の
誰
か
が
巻
き
込
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
で
す
。

　

あ
な
た
の
暮
ら
す
地
域
の
想
定
浸
水

深
が
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
平
成

３１
年
３
月
に
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
洪
水
に
対
す
る
危
機
意
識

が
高
ま
る
よ
う
、
富
士
川
や
芦
川
な
ど

が
増
水
し
、
堤
防
が
破
壊
さ
れ
た
場
合

に
想
定
さ
れ
る
最
大
浸
水
深
（
水
位
）

を
お
知
ら
せ
す
る
看
板
を
、
町
内

１０
カ

所
の
電
柱
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
『
い
ざ
避
難
』
と
な
っ
た
時
、
ど
こ

に
避
難
す
れ
ば
安
全
な
の
か
、
危
険
な

場
所
は
ど
こ
な
の
か
、日
頃
か
ら
家
族
、

近
所
の
人
と
話
し
て
お
く
こ
と
も
大
切

で
す
。

災
害
災
害
をを
甘甘
くく
見見
な
い
で

な
い
で
！！

「「
危危
な
い
な
い
！！
」」
とと
感感
じ
た
ら

じ
た
ら
避
難
避
難
をを

■台風１８号による被害の様子（平成３年９月）■台風１８号による被害の様子（平成３年９月）

　台風１８号と活発化した秋雨前線による大雨で、県道　台風１８号と活発化した秋雨前線による大雨で、県道
梯三珠線は約５０メートルにわたり道のすべてが流失す梯三珠線は約５０メートルにわたり道のすべてが流失す
るなど下九一色地区を中心に大きな被害が発生した。るなど下九一色地区を中心に大きな被害が発生した。

避
難
指
示
で
必
ず
避
難

あ
な
た
の
避
難
で

「
命
も
守
る
」

想
定
浸
水
を
知
る
こ
と

風水害・地震対策ガイドブック▶
◀町洪水ハザードマップ

チェックして備えよう！
チェックして備えよう！

QRコードを読み込むと

アクセスできます。▶

防
災
情
報
を

ご
存
じ
で
す
か
？

２.６ｍは
この高さ

役
場
本
庁
舎
付
近
の
電
柱
に
も
看
板
が

役
場
本
庁
舎
付
近
の
電
柱
に
も
看
板
が

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所
の
最

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所
の
最

大
想
定
浸
水
深
は
２
・
６
ｍ
。
住
宅
の

大
想
定
浸
水
深
は
２
・
６
ｍ
。
住
宅
の

１
階
部
分
が
水
没
し
て
し
ま
い
ま
す
。

１
階
部
分
が
水
没
し
て
し
ま
い
ま
す
。

警戒レベル１
早期注意情報

警戒レベル２
　　　注意報

警戒レベル３
高齢者等避難

必ず避難

警戒レベル４
避難指示

警戒レベル５
緊急安全確保

大雨
洪水

避難に時間を要する人
（ご高齢の方、障害のあ
る方、乳幼児等）とその
支援者は避難をしましょ

う。その他の人は、避難

の準備を整えましょう。

速やかに避難しましょう。

公的な避難場所までの移動

が危険と思われる場合は、

近くの安全な場所や、自宅

内のより安全な場所に避難

しましょう。

すでに災害が発生してい

る状況です。命を守るた

めの最善の行動をとりま

しょう。

避難に備え、ハザードマッ

プ等により、自らの避難
行動を確認しましょう。

 災害への心構えを

高めましょう。

　

８
、９
月
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
が
多

　

８
、９
月
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
が
多

く
発
生
す
る
時
期
で
す
。

く
発
生
す
る
時
期
で
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
現
代
、
一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
備
え
、

　

高
齢
化
が
進
む
現
代
、
一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
備
え
、

早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。

早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。

　

あ
な
た
の
暮
ら
す
地
域
は
、
ど
こ
が
安
全
で
、
ど
こ

　

あ
な
た
の
暮
ら
す
地
域
は
、
ど
こ
が
安
全
で
、
ど
こ

が
危
険
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
い
ざ
」
と
い
う
時
ど

が
危
険
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
い
ざ
」
と
い
う
時
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
農
業
用
施

設
や
農
作
物
な
ど
へ
甚
大
な
被
害
が
発

生
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
本
番
を
む
か
え
、台
風
・

豪
雨
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

事
前
に
対
策
を
施
す
こ
と
で
防
げ
る

被
害
も
あ
り
ま
す
。

　

自
分
で
も
で
き
る
対
策
を
左
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
台
風
・
大
雨

を
意
識
し
、
少
し
ず
つ
対
策
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

台
風
や
豪
雨
が
過
ぎ
去
っ
た
後
の
天

候
は
急
激
に
暑
く
な
り
ま
す
。

　

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
高
温
下
で
の

長
時
間
作
業
を
避
け
、
こ
ま
め
な
水
分

と
塩
分
の
補
給
や
休
憩
を
取
る
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
高
齢
の
方
は
、
の
ど
の
渇
き
や

暑
さ
を
感
じ
に
く
く
、
知
ら
ず
知
ら
ず

に
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い
こ
と
か

ら
、
単
独
作
業
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

　

大
き
な
災
害
時
に
は
、
自
衛
隊
な
ど

の
公
的
機
関
（
公
助
）
だ
け
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
が
「
自
ら
の

命
は
自
ら
で
守
る
」
た
め
の
備
え
（
自

助
）
と
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
た
め
の
備
え
（
共
助
）

で
す
。

　

自
分
が
で
き
る
備
え
を
少
し
ず
つ
増

や
し
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
の
命
を
守

り
、
大
切
な
人
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

平
常
時
か
ら
家
族
・
地
域
で
考
え
、

み
ん
な
で
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

尊
い
命
と
財
産
が
一
瞬
に
し
て
奪
わ

れ
る
大
規
模
災
害
。
昨
今
、
全
国
各
地

で
地
震
や
豪
雨
に
よ
り
、
大
き
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
災
害
等
に
備
え
る
た
め
、
町
総

合
防
災
訓
練
を
９
月
５
日
に
実
施
し
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
よ

る
参
集
訓
練
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
訓
練
自
体
は
な
く
て
も
、

災
害
へ
の
備
え
は
必
要
で
す
。
各
家
庭

や
地
域
で
も
う
一
度
災
害
へ
の
備
え
を

確
認
す
る
機
会
と
し
て
下
さ
い
。

最優先はあなた自身の安全確保

シェイクアウト訓練シェイクアウト訓練

【実施区域】市川三郷町全域
【実施内容】午前８時２０分に町の防災行政無線放送とエ

リアメールにより周知します。すみやかに地震から身を
守る下記の安全行動をとって下さい。（約１分間 その時に
いる場所で） 

【日頃からの備えと事前学習】

日頃からの建物の耐震補強、家具の固定等の対策も必
要です。

【事前参加登録にご協力をお願いします】

防災・減災の意識の向上を図るため、ご家庭や職場な
どで事前に参加の意思表示をして下さい。多くの方の参
加登録をお願いします。

【登録方法】インターネット・電話・FAX で登録できます。
８月上旬にチラシを各戸配布しますのでご覧下さい。

【締め切り】８月２０日金
２

まずひくく あたまをまもり うごかない

　地震はいつ、どこで起きるかわかりません。
　もし、緊急地震速報が放送されたり地震が発生した
時は、まずは自分の身の安全確保が最優先です。

問問町防災課☎ 055-272-1175町防災課☎ 055-272-1175

９月５日日 午前８時20分より
約１分間

１．シェイクアウト訓練

　 地震の揺れから身を守る安全行動を実践し

て下さい。

２．家具の固定

　 家の中の被害を最小限にするため、家具の

固定を必ず行って下さい。

３．災害用伝言ダイヤルの活用（☎１７１）

　 災害時の安否確認等に利用できる伝言板で
す。もしもの時のために覚えましょう。

４．食糧・飲料水の備蓄、非常持出品等の確認
　 まずは３日分、家や倉庫などに分散して備蓄

しましょう。
　 非常持出品は、あまり重くならないように、

中身は必要最小限に留めて下さい。

５．マイ・タイムラインの作成

　 「いつ、誰が、何をするのか」を家族内で話
し合い、決めておきましょう。

今年度の防災訓練は、今年度の防災訓練は、
各家庭でこの各家庭でこの５５つを実践して下さい。つを実践して下さい。

自
宅
の
備
え
の
確
認
を

自
助
・
共
助
の
重
要
性問 問 町防災課☎ 055-272-1175町防災課☎ 055-272-1175

『台風・大雨から農作物を守る！』『台風・大雨から農作物を守る！』
ー自分でもできる身近な対策ーー自分でもできる身近な対策ー

　「災害について考える特集」では、災害時の『町役場
の動き』を中心に各担当が町民の皆さんにお伝えした
い防災情報を山下防災アドバイザーの助言をいただき掲
載していきます。

　日頃、補償や支払いの大変さを見

聞きする災いに備え、傷害保険・入

院保険・自動車の任意保険・火災保

険などに加入しているのと同様に、

自然災害に備えて、個人や事業者向

けの各種保険に加入し備えましょう。

山下防災山下防災アドバイザーアドバイザーのの

災害について
考える特集

災害について
考える特集

シリーズ⑰シリーズ⑰

今月の担当は農林課です。今月の担当は農林課です。

地震・水害地震・水害でで下下りるりる

保険保険がありますがあります

　ＮＯＳＡＩ山梨の収入保険は、自然災害に

よる収入減少や価格低下だけでなく、災害に

よる作付け不能、病気による収穫不能など、

農業者が経営努力で避けられない収入減少

に対応し得る保険制度として平成

３１年１月から実施されています。

▶ 詳しくはＮＯＳＡＩ山梨まで。

　 溝
みぞきり

切、畝
う ね た

立てして排水しやすくしておく

　 近くの排水路にごみがあったら取り除いておく

　  コンテナやパレットなど飛ばないように撤去しておく

　  茎や枝が折れないように支柱やネットなどで固定・
補強しておく

　  丈の低い野菜は、べたがけシートや土寄せをしておく

　 収穫できる果実は早めに収穫しておく

　 土が流れないように敷ワラなどを敷いておく

　  台風や豪雨の後は、倒れた茎を立て起こし、病害
が発生しないように薬剤をまく

問 問 町農林課☎ 055-240-4163町農林課☎ 055-240-4163

＊ 雨が降っている最中に田畑の確認に行
くのはやめましょう！

 ＊ その上で確認に行く場合は一人で行く
のは避けましょう

台風・大雨台風・大雨にに備備ええ
自分自分でもできるでもできる対策対策をしましょう !をしましょう ! 農

業
被
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

熱
中
症
に
も
注
意
し
て
！

声
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
皆
さ
ま
の
健
康
意
識
向
上
を
目
的

と
し
て
、
医
療
費
通
知
を
発
送
し
て
い

ま
す
が
、
令
和
３
年
度
に
発
送
す
る
医

療
費
通
知
か
ら
、
発
送
時
期
や
記
載
さ

れ
る
診
療
月
な
ど
を
変
更
し
ま
す
。

　

医
療
費
控
除
の
申
告
手
続
き
に
使
用

す
る
方
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
皆
さ
ま

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
も
参
考
に
発

送
時
期
を
早
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
掲
載
さ
れ
る
診
療
月
も
変

更
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
発
送
す
る
郵
便
物
も
、
文
字

を
大
き
く
し
、
１
人
に
つ
き
１
通
の
分

か
り
や
す
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。
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■加入者総数と
医療費（1 人あたり）の推移（図１）

４０４０万円万円

２０２０万円万円

国保危機シリーズ㉑国保危機シリーズ㉑
市川三郷町の市川三郷町の

　町民の皆さまに関わる問題として、
国民健康保険（以下「国保」）制度を支
える財政状況を、さまざまな角度か
らお伝えしています。

問町町民課国保年金係☎ 055-272-1105

　　　　わたしたちにできることは？　　　　わたしたちにできることは？
国保の医療費を減少させるためには、

わたしたち１人１人の行動が重要となります。
■ 生活習慣を見直し、栄養・運動・休養をバランスよくとりましょう。
■コンビニ受診や安易な重複受診はやめましょう。
■健診を年に１回は必ず受診し、病気の予防・早期発見に努めましょう。

　ジェネリック医薬品は、低価格な

のに、安全性や効き目は新薬と同等

と認められている後発医薬品のこと

です。安全性や効き目は新薬と同等
で薬代が節約できるため、年々増え
る医療費の抑制にもつながります。

ジェネリックジェネリック
医薬品を積極的に医薬品を積極的に
利用しましょう！利用しましょう！

医療費増加
抑抑

えよう！えよう！

時間外受診、生活習慣病の増加時間外受診、生活習慣病の増加

　国保の経営を健全化するためには保険者である町の取り組
みはもちろんのこと、被保険者である住民の皆さまのご理解
とご協力が必要となります。

■ 65 歳～ 74 歳の加入者割合と医療費割合（図２）

医
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合
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 加入者総数

42.142.1％％
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44.044.0％％ 45.745.7％％

平成平成 2828 年度年度

加入者割合加入者割合

4,331人 4,125人

平成平成 2929 年度年度 平成平成 3030 年度年度

3,950人

　国保加入者は平成２８年度から減少していますが、１人当たりの
医療費は平成２８年度３６１，１６０円、平成２９年度３６４，８１７円、
平成３０年度３８２，６８２円、令和元年度３６８，２１２円と増加傾向
にあります。（図１）
　これは医療費においても、加入者においても、６５歳～７４歳の割
合が増加しており、高齢化が原因にあると考えられます。（図２）
　また、医療技術の高度化により、これまで治療が難しかった病気
も治すことができるようになった反面、治療にかかる費用も増えて
いることも、医療費増加の一因と考えられます。
　これまでの国保危機シリーズでもお伝えしてきた通り、今後も『医
療費の増加』が予想される一方、被保険者の減少などにより、『国
保税収は減少』していくと予想されます。

4,3314,331人人

10,00010,000人人

5,0005,000人人

4,1254,125人人 3,9503,950人人

3636
万

11
千円

3636
万

55
千円

3838
万

33
千円

令和３年４月１日現在の加入者

3,674人《人口15,407人》

50.450.4％％
1,8491,849人人

6565
歳
～
歳
～
7474
歳歳

■国保加入者の年齢構成

　令和３年４月１日の年齢構成に注目して下さ

い。平成２８年度より徐々に増加傾向にあった

前期高齢者（６５歳～７４歳）の割合が、さらに高

くなっています。

6565
歳
未
満

歳
未
満

49.649.6％％
1,8251,825人人

医療費医療費のの増加増加はは将来的将来的にに
国保保険税国保保険税のの引引きき上上げげにつながります。につながります。

医療費節約
進進

めよう！めよう！

生活習慣の見直し、定期健診の受診生活習慣の見直し、定期健診の受診
ジェネリック医薬品の利用ジェネリック医薬品の利用
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度
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入
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ま

皆
さ
ま
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　令和３年１２月診療分は令和４年１月末に発送する医療費通知
には記載されず１年後の令和５年１月末に発送する医療費通知に
記載されます。
　そのため、医療費控除の申告手続きを行う場合は、令和３年１２
月診療分の領収書が必要となりますので、必ず保管してください。

年度 発送時期と回数 記載される診療月 発送するもの

昨年度 令和３年２月末の
年１回発送 令和２年１月～１２月 圧着はがき

今年度 令和４年１月末の
年１回発送

令和２年１２月
～令和３年１１月 封書

来年度
以降

当年度１月末の
年１回発送

前々年１２月
～前年１１月 封書

問山梨県後期高齢者医療広域連合
☎ 055-236-5671

※ 皆さまが病院などを受診した情報は、受診した月の２カ月後に
山梨県後期高齢者医療広域連合に提供されます。印刷期間も含
めて医療費通知の発送までには３カ月程度の期間がかかります。

重 要

問町町民課国保年金係
　☎ 055-272-1105

（ 参 考 ）
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参 考 令和元年度市川三郷町の特定健康診査受診率
５５. ７％（県平均は４６. ３％）
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